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口永良部島における農業とカンキツの分類
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要旨：鹿児島大学水産学部練習船‘南星丸’を利用して２００９年５月11日～ 1４日にかけ
て、屋久島の西に位置する口永良部島における農業状況調査を行った。併せて島に分布
しているカンキツ類の葉を採取し、トランスポゾンであるMariner like elements（MLE）
遺伝子分析による分類を行った。住民に対する聞き取り調査によると、戦前～戦後始め
にかけては黒糖、甘藷（サツマイモ）および和牛などの畜産業が盛んであった。1９８０年
代以降になると肉用牛生産が主体になったが、その後は高齢化と後継者不足（人口減少）
により減少し続けており、現在では畜産以外の農業はほとんど存在していない。カンキ
ツ２３種類の葉のサンプルを採取し、MLE遺伝子による分類識別を試みた。その結果、
MLE遺伝子のプライマーでは３８０bpと55０bpの２箇所のバンドの出現に差異が認められ、
そのバンドの有無により口永良部島で採取したカンキツ類は４パターンに分けられた。

１．はじめに
　口永良部島は屋久島町（旧屋久
町と旧上屋久町の合併前は上屋久
町）に属し、屋久島の西北西約1２
㎞の海上に位置する周囲４９.６７㎞、
面積３８.０４㎞２の、薩南火山群島中
最大の島である。南東部の中央に
は昭和４1年に大爆発を起こした新
岳がある（地図１）。新岳は今で
も活発な火山活動を行っている。
島の丘陵地は竹林や原野に覆われ
ている緑地で、肉用牛の子牛生産
のための放牧地として利用されて
いる。海岸線は、赤い岩肌が切り
立つ断崖絶壁となっており、長年
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地図１．口永良部島の地図（http://kerabu.life.coocan.jp/sight.htm）
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の自然の浸食によって奇岩怪石を形成し、それが黒潮の海面に反映する景観は、湧き出
す温泉と相まって、‘緑の火山島’とも言われている。戦前は極めて肥沃な土地を利用
して黒糖、甘藷、和牛など農畜産が盛んであった。特に、戦後しばらくは黒糖と和牛の
島として活況を呈していた。その後、昭和３5年頃から人口が激減し始め、昭和２5（1９5０）
年当時の２,２００人であった人口は現在では1４９人に減少している（鹿児島県屋久島町農林
水産課「口永良部島の畜産の概要」を改変）。
　このような状況にある口永良部島で農業および植生の調査を行った。農業調査は住民
に対する聞き取り調査とともに島内観察を併用して行った。また、これまで鹿児島県
島嶼域で行っている在来カンキツ類の調査の一環として、島内に散在しているカンキ
ツ類について分類学的な調査に供するために葉の採取を行い、トランスポゾンである
Mariner like elements（MLE）遺伝子の分析を行った。

２．調査方法
２－１．調査日程
　鹿児島大学水産学部練習船を利用し、平成２1年５月11日（月）～1４日（木）の４日間、
以下の航海日程で調査を行った。

月日 曜 航海および調査日程
5月11日 月 午前・鹿児島港出港→夕刻・口永良部島着（上陸）
5月12日 火 口永良部島農業調査（終日）

5月13日 水 口永良部島農業調査（午前）、午後・口永良部島出港→鹿児島湾内（山
川港泊）

5月14日 木 山川出港→鹿児島港着

２－２．農業調査
　５月1２日に、本村、前田地区を中心に人口および農業の推移について聞き取り調査を
行った。同時に、地区内に植栽されているカンキツ類の分布についても観察により調査
し、必要に応じてDNA分析用の葉を採取した。加えて、農業調査については屋久島町
農林水産課の統計資料を参照した。
２－３．カンキツ類のMLE遺伝子の分析
　口永良部島で採取した葉サンプル（合計２３箇所、表１参照）はポリ袋に入れて研究
室に持ち帰り、ISOPLANTⅡを用いてDNA抽出を行った後、高等植物のMLE遺伝子
プライマー（Feschotteら、２００２）のMLE ３A（５’－GCATTRTCYTGYTGDAT）と
MLE ５A （５’－ATHGATGARAARTGGTTC）を用いてPCR反応をさせ、増幅産物溶
液1０μＬ、EDTA １μＬ、BPB２μＬを混合し、1００Ｖで約３０分の電気泳動（ゲルは
AgaroseGel（1.5％ Seakem GTG Agarose）、TAE）を行った。ゲルの端には分子サイ
ズの比較対照としてDNAマーカー（1００bp DNA Ladder，BIONEER社）を入れた。電
気泳動後、ゲルを染色液（Mupid-STAIN eye）に約２分間浸し染色した後、ゲルを取
り出し、蒸留水に約２分間浸し振とう脱色し、蛍光灯上でバンドを確認した。

３．調査結果
３－１．口永良部島の農業の現状
　住民に対する聞き取り調査によると、戦前～戦後始めにかけては黒糖、甘藷（サツマ
イモ）および和牛などの畜産業が盛んであり、また昭和４０年代には隣接する屋久島の影
響を受けてポンカンを中心とするカンキツ類の生産もあったようである。しかし、その
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後は人口の減少に伴い、
それらの生産は衰退して
いった。まず、黒糖に代
わりガジュツ（屋久島で
は胃薬の原料として、現
在でも生産されている）
が導入・定着したが、昭
和６３（1８８８）年の乾燥工
場の閉鎖に伴って栽培さ
れなくなり、現金収入が
期待できる農業は肉用牛
のみになった。肉用牛生
産は、補助事業等の導入
により草地造成・改良、
牧道整備、柵の整備など
の実施により低コストの
放牧（写真１）が行われ
てきたが、高齢化と後継
者不足（人口減少）によ
り減少し続けている（図
１）。
　畜産以外の農業は、現
在ではほとんど存在して
いない。農業の多くは庭
先や周辺の畑を利用した
バレイショ、ネギ類、マ
メ類などの自家用野菜の
栽培あるいは従前から庭
先等に植栽されていたバ
ナナや魚食に利用する香
酸カンキツ類や島外に出
かけた時に苗を購入して
きたと考えられるマンゴーなどの趣味の果樹栽培が見られた。また、ブルーベリーに近
いツツジ科スノキ属のシャシャンボ（Vaccinium bracteatum）は九州各地や三島村、十島
村同様、島に自生しており、その成熟した果実をジャムに加工・自家利用している人も
いた（写真２）。
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図１．口永良部島における家畜飼養の推移（屋久島町農林水産課）

写真１．口永良部島における牛の放牧移
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３－２．カンキツ類の採取と分類
　先述したように、聞き取り調査によると昭和４０年代に隣接する屋久島の影響を受けて
ポンカン等の栽培が認められた（写真３Ａ）が、そのカンキツ園は管理放棄で、現在で

は杉や雑木に覆われていた。各家庭あるいは道路畑や放牧地内には、名称不明（あるい
は島特有の名称）のカンキツ類が散在（写真３Ｂ）し、その果実の一部は刺し身などの
魚食に利用されているということであった。しかし、それらの散在樹は実生由来である
と思われ、トゲがあり、葉の形態、香りなども様々であった。一方では、島外に出た時
に品種が明確な接ぎ木苗を購入して庭先に植栽している家庭もあった（写真３Ｃ）。

写真２　口永良部島の自給的農業（Ａ：野菜、Ｂ：バナナ、Ｃ：野菜、Ｄ：マンゴー、Ｅ：ガジュツ、Ｆ：シャシャンボのジャム）

写真３　口永良部島のカンキツ類（Ａ：かつてのカンキツ類栽培跡地、Ｂ：庭先実生、Ｃ：新規導入家庭用カンキツ類）

写真４　口永良部島のカンキツ類のMLE遺伝子のバンドパターン
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　調査期間中にカンキツ２３種
類の葉のサンプルを採取し、
MLE遺伝子による分類識別を
試みた。その結果、MLE遺伝
子のプライマーでは、３８０bpと
55０bpの２箇所のバンドの出現
に差異が認められた（写真４、
表１）。３８０bpと55０bpのバンド
の有無により、口永良部島で採
取したカンキツ類を分けると４
パターンに分けられた（表２）。

４．最後に
　以上の調査結果をもとに、口
永良部島の産業について農業を
中心に以下に述べる。口永良部
島では、高齢化と人口減少に歯
止めがかからない。このような
状況下では、肉用牛肥育を中心
にした低コスト放牧の拡大、温
暖な気候条件を生かした子牛生
産などの畜産業によって産業の
活性化を図ることが重要であ
る。幸いなことに、屋久島町営
フェリー太陽が屋久島との間を
１日１往復しているので、豊か
な温泉や漁業資源を利用した観
光と結びつけた農業の発展方策
の確立が期待される。

表１　口永良部島のカンキツ類の MLE 遺伝子のバンドパターン

番号 島での呼称 380bp 550bp
1 名称不明 － －
2 くねんぼ ＋ －
3 だいだい ＋ －
4 名称不明 ＋ －
5 くねんぼ ＋ －
6 くろしま － －
7 だいだい ＋ ＋
8 名称不明 ＋ －
9 へそみかん ＋ ＋

10 へそみかん ＋ ＋
11 金くねんぼ ＋ －
12 赤みかん － －
13 名称不明 － －
14 名称不明 ＋ ＋
15 名称不明 － －
16 名称不明 － ＋
17 名称不明 ＋ ＋
18 名称不明 ＋ ＋
19 名称不明 － ＋
20 名称不明 ＋ ＋
21 名称不明 － －
22 名称不明 － ＋
23 名称不明 ＋ －

注）＋：バンド有、－：バンド無し

表２　MLE 遺伝子のバンドパターンによる口永良部島カンキツ類の分類

380bp
550bp

＋ －
＋ 7,9,10,14,17,18,20 2,3,4,5,8,11,23
－ 16,19,22 1,6,12,13,15,21
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